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特定非営利活動法人 HATI JAPAN 多文化多言語の子ども発達支援 

 
１ 事業の成果 

第7期（令和7年度）は、これまで培ってきた地域での実践と、先駆的な取り組みの成果をベースに、
外部機関との多様な協働による「新規事業の開拓」と、次のステップへの発展を見据えた「組織・財政

基盤の変革」を同時に推し進める躍進の一年となった。 

次年度以降の多角的な事業展開と安定した財政基盤の確保のため、中野区社会福祉協議会（以下、中

野社協）「中野ひとつなぎ活動助成」への申請・採択、および中央共同募金会「赤い羽根福祉基金」（2026

～2028年度）への応募など、中長期的な資金獲得に向けた取り組みを精力的に展開した。また、持続的

な運営体制を構築するため、情報共有と業務効率化を目的として「Google Workspace for Nonprofits」

を導入した。 
定款に定める 4事業の成果は以下のとおりである。 

 

（1）子ども及び家族を対象とする発達支援に係る助言・指導・情報提供 

中野区鷺宮地域の 2つの「居場所」活動「げつよう②・④ひろば」「いんくるスペースさぎのみや」は、

本年度も安定して継続し、深化させることができた。 

年度前半は赤い羽根中央共同募金会「外国にルーツがある人々への支援活動応援助成」第 5回（対象

期間令和 6年 10月〜令和 7年 9月）の支援を受けた。 

「いんくるスペースさぎのみや」は、中野社協「中野ひとつなぎ活動助成」を受け、活動直前の時間

帯を活用した一般市民向け講座「つながるマナビバ」をスタートさせ、外部からの新規参加者を獲得し

た。 

さらに、外部機関との協働による新規の子ども保護者支援事業として、朝日新聞厚生文化事業団との

協働事業「キッザニア職場体験ツアー」（10月 26 日）を実施し、外国にルーツを持つ子どもたちが多様

な職業に触れ将来を思い描くための貴重な機会を創出した。ツアー後には、地域連携の一環として「鷺

宮のお店でインタビュー」を開催し、子どもたちが地域の住民や商店と主体的に関わりつながりを育む

場を提供した。 

 

（2）発達支援に係る専門家・施設に対する助言・指導・情報提供 

オンライン交流会「日本語教育と特別支援教育をつなぐ会」は、年度内 4回の開催を通じて支援者の

ネットワークハブとしての機能を維持・強化すると共に、参加者の拡大を図った。 

昨年度に試用版を完成させた「U-LDC シート」については、今年度は社会実装と普及に向けた「マ
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ニュアル（ハンドブック）作成プロジェクト」を本格化させた。「第 26回つなぐ会」（12月 13 日）では、

U-LDC シート開発のアドバイザー3 名を交えた座談会を開催し、現場の声と開発の進捗報告を広くこの

領域に関わる支援者・専門家らに向けて発信した。 

国内外の教育施設・発達支援機関（インドネシア・バリ州の教育施設、関東近辺の保育施設等）を対

象とするコンサルテーションや、外部機関の依頼による研修・講演活動についても、昨年度に引き続き

安定して継続・実施した。 

 
（3）一般市民を対象とする発達支援に係る情報提供・啓蒙活動 

令和６年度に開設した「鷺宮つながるさぽーと」（中野社協 CSWとの協働、週 1回）は本年度も継続

し、中野社協「いきいきプラン推進委員会」への参画と合わせて、地域での情報共有と連携体制構築に

つながった。 

また、中野社協「中野ひとつなぎ活動助成」の採択を受け、「ごみ出しからはじまる地域のつながりづ

くりモデル事業」を始動した。その中核イベントとして、「つながる！ごみフェスタ」（令和８年 2月 23

日）を鷺宮区民活動センターにて開催。ゴミの分別ルールを楽しく学ぶ企画や多文化の交流要素を盛り

込み、当日は地域住民を巻き込み大盛況となった。多文化共生を目指す地域コミュニティでの活動とし

て、大きな成果を上げた。 

 
（4）発達支援に係る調査研究 

今年度は、次年度の「常設居場所開設」や「共創型オープンフレームモデル開発」に向けたリサーチ

ワークを、子ども保護者支援（項目（1））と一体的に連動させて推進した。また、U-LDC シートに関連

するリサーチは、専門家・施設支援（項目（2））の活動として実施した。従って、本報告書では、項目

（4）としてではなく、それらに包括して記載している。 

 

以上のように、令和 7年度は、従来の居場所支援やU-LDC シート開発の枠を超え、キッザニア職業体

験やごみフェスタといった「行政・地域・民間企業との多層的な協働事業」を複数成功させる多角的な

発展を遂げることができた。 
令和 8年度は、採択が内定している赤い羽根福祉基金の 3 カ年プロジェクト（「多文化・多世代が共

に育つ『居場所』を地域に築き、『共創型オープンフレームモデル』普及の基盤を作る活動」）を本格始

動させる。 

また、完成を迎える「U-LDC シートハンドブック」の公開・普及を核として、全国的な支援者ネット

ワークづくりを推進する。 

さらに、中野区日本語学級の開設に伴う行政との連携深化、および鷺宮商明会（商店街）、鷺宮三丁目

町会、鷺宮区民活動センター運営委員会といった地域活動組織との連携をもとに、外国につながる子ど

もとその家族が安心して暮らせる、より包括的で持続可能な地域社会の実現を目指す。 



 
２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                （事業費の総費用【3,917】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

(1)子ども及び家
族を対象とする
発達支援に係る
助言・指導・情報
提供 

子どもと保護者に対する 
個別の発達相談及び学習支援 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
（全16回） 

HATI JAPAN 

事務所 
2 名 

児童生徒
及び 
保護者 

のべ 34名 663 

 
中野区鷺宮地域 
「居場所」学習支援 
 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
毎月第 2・
第4月曜日 
（全21回） 

「げつよ
う②④ひ
ろば」 
鷺宮西住
宅集会所 

のべ 84名 
児童生徒
及び 
保護者 

のべ189名 1000 

  
 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
毎月第 1・
第3土曜日 
（全19回） 

「いんく
るスペー
スさぎの
みや」 
鷺宮区民
活動セン
ター 

のべ 76名 
児童生徒
及び 
保護者 

のべ171名 1000 

 朝日新聞厚生文化事業団協働
「キッザニア職場体験ツアー」 

令和 7 年
10 月 26 日
（事前ワ
ーク 10/4） 
令和 7 年
11 月 1 日
（地域交
流「鷺宮の
お店でイ
ンタビュ
ー」） 

キッザニ
ア東京 
鷺宮区民
活動セン
ター 
鷺宮地域
の商店 

8名 

外国にル
ーツを持
つ子ども
及び 
保護者 

23 名 500 

(2)発達支援に係
る専門家・施設に
対する助言・指
導・情報提供 

国外の教育施設を対象とする 
子どもの発達支援と保育およ
び教育に関するコンサルテー
ション 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
（全19回） 

保育園・小
学校 
(インドネ
シア・バリ
州) 
※Web 会議
システム 

1名 
インドネ
シア人保
育者・教員 

のべ114名 50 

 オンライン交流会「日本語教育
と特別支援教育をつなぐ会」 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
（全 4回） 

※Web 会議
システム 

6名 

外国ルー
ツの子ど
もを支援
する専門
家 

のべ106名 50 

 

国内の教育施設・発達支援機関
を対象とする、子どもの発達支
援や教育に関する研修・講演・
コンサルテーション 

令和 7年 4
月1日～令
和8年3月
31 日 
（全 8回） 

各施設・機
関および
開催会場 

1名 

国内の教
育施設・発
達支援機
関に所属
する支援
者・指導者 

のべ約 400
名 

100 

 
保育園・幼稚園訪問支援 
（子どもの発達支援と保育に
関するコンサルテーション） 

令和 7年 4
月〜令和 8
年 3月 
(全 12 回) 

関東近辺
の保育施
設 

1名 

保育園・幼
稚園に在
籍する幼
児および
保育者 

のべ 68名 50 



 U-LDC シートマニュアル（ハン
ドブック）作成プロジェクト 

令和 7年 4
月1日〜令
和8年3月
31 日 

※Web 会議
システム 

6名 

外国につ
ながる子
どもの支
援者 

− 189 

(3)一般市民を対
象とする発達支
援に係る情報提
供・啓蒙活動 

中野区社会福祉協議会 
いきいきプラン推進委員会委
員 

令和 7年 4
月1日〜令
和8年3月
31 日 
(全 2回) 

委員会 
開催施設 

1名 

地域支援
に関わる
団体およ
び一般市
民 

− 10 

 鷺宮グローバルネットワーク 
3周年記念報告会 

令和 7年 5
月 17 日 

鷺宮西住
宅コミュ
ニティホ
ール 

6名 

地域の一
般市民お
よび公的
機関、民間
団体 

約 100 名 30 

 中野区社協 CSW 協働「鷺宮つな
がるさぽーと」 

令和 7年 4
月1日〜令
和8年3月
31 日 
(週 1 回) 

HATI JAPAN 
事務所 

2名 

地域で活
動する団
体・個人、
一般市民 

のべ約 18
名 

20 

 
「ひとつなぎ活動助成」事業
「つながる！ごみフェスタ」 

令和 8年 2
月23日（月
祝） 

鷺宮区民
活動セン
ター 

6名 

地域の一
般市民、外
国人住民、
公的機関
等 

約 90 名 35 

 「ひとつなぎ活動助成」事業
「つながるマナビバ」 

令和 7年 8
月〜令和 8
年 3月 
(全 11 回) 

鷺宮区民
活動セン
ター 

3名 
地域の一
般市民 

のべ 57名 200 

 
外国につながる子どもを含む
子どもの発達支援に関する研
修・講演(一般市民向け) 

令和 7年 4
月1日〜令
和8年3月
31 日 
(全 2回) 

各所 1 名 

地域の一
般市民お
よび公的
機関、民間
団体 

約 80 名 20 

(4)発達支援に係
る調査研究 

※(1)(2)に含む 

(5)その他目的を
達成するために
必要な事業 

 

  計 3,917 

 



科目
【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 116,000 
    受取入会金 3,000 119,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 300,325 
  【受取助成金等】
    受取助成金 1,272,159 
  【事業収益】
    自主事業収益 1,307,771 
  【その他収益】
    受取  利息 6,207 
        経常収益  計 3,005,462 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      役員  報酬 856,560 
      法定福利費 136,947 
        人件費計 993,507 
    （その他経費）
      諸  謝  金 1,398,975 
      会  議  費 17,755 
      旅費交通費 429,811 
      通信運搬費 196,586 
      消耗品  費 41,183 
      広告宣伝費 51,303 
      水道光熱費 40,267 
      地代  家賃 454,080 
      保  険  料 25,435 
      諸  会  費 6,000 
      教　材　費 260,352 
      支払手数料 1,650 
        その他経費計 2,923,397 
          事業費  計 3,916,904 
  【管理費】
    （人件費）
      役員  報酬 139,440 
      法定福利費 22,293 
        人件費計 161,733 
    （その他経費）
      旅費交通費 60,000 
      通信運搬費 52,335 
      消耗品  費 5,256 
      水道光熱費 6,554 
      地代  家賃 73,920 
      保  険  料 18,583 
      諸  会  費 24,000 
      支払手数料 14,140 
        その他経費計 254,788 
          管理費  計 416,521 
            経常費用  計 4,333,425 
              当期経常増減額 △ 1,327,963 
          当期正味財産増減額 △ 1,327,963 
          前期繰越正味財産額 4,683,093 
          次期繰越正味財産額 3,355,130 

金額

活　動　計　算　書
[税込]（単位：円）

自 2025年 4月 1日  至 2026年 3月31日HATI JAPAN多文化多言語の子ども発達支援



科目
《資産の部》
      現　預　金 3,460,839 
          流動資産合計 3,460,839 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷      金 80,000 
        投資その他の資産  計 80,000 
          固定資産合計 80,000 
            資産合計 3,540,839 
《負債の部》
  【流動負債】
    未　払　金 20,709 
    短期借入金 100,000 
    預  り  金 65,000 
      流動負債合計 185,709 
        負債合計 185,709 
《正味財産の部》
  前期繰越正味財産 4,683,093 
  当期正味財産増減額 △ 1,327,963 
    正味財産合計 3,355,130 
      負債及び正味財産合計 3,540,839 

金額

HATI JAPAN多文化多言語の子ども発達支援
貸　借　対　照　表

[税込]（単位：円）
2026年 3月31日 現在



科目
《資産の部》
  【流動資産】
    （現金・預金）
      当座  預金 5,000 
      普通  預金 3,455,839 
        ゆうちょ銀行 (2,230,248)

               住信SBIネット銀行 (1,225,591)
        現金・預金 計 3,460,839 
          流動資産合計 3,460,839 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷      金 80,000 
        投資その他の資産  計 80,000 
          固定資産合計 80,000 
            資産合計 3,540,839 
《負債の部》
  【流動負債】
    未　払　金 20,709 
    短期借入金 100,000 
    預  り  金 65,000 
      流動負債合計 185,709 
        負債合計 185,709 

        正味財産 3,355,130 

金額

HATI JAPAN多文化多言語の子ども発達支援
財　産　目　録

[税込]（単位：円）
2026年 3月31日 現在



【重要な会計方針】
　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人
会計基準協議会）によっています。

【事業別損益の状況】
　事業別損益の状況は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目 子ども保護
者支援

施設専門家
支援

一般市民向
啓発 事業部門計 管理部門 合計

受取会費 0 0 0 0 119,000 119,000
受取寄付金 0 0 0 0 300,325 300,325
受取助成金 1,272,159 0 0 1,272,159 1,272,159
事業収益 63,500 1,152,613 91,658 1,307,771 1,307,771
受取  利息 0 0 0 0 6,207 6,207
経常収益  計 1,335,659 1,152,613 91,658 2,579,930 425,532 3,005,462
役員  報酬 647,400 69,720 139,440 856,560 139,440 996,000
法定福利費 103,508 33,439 0 136,947 22,293 159,240
人件費計 750,908 103,159 139,440 993,507 161,733 1,155,240
諸  謝  金 1,136,200 230,450 32,325 1,398,975 1,398,975
会  議  費 12,172 0 5,583 17,755 17,755
旅費交通費 374,499 51,600 3,712 429,811 60,000 489,811
通信運搬費 157,507 13,026 26,053 196,586 52,335 248,921
消耗品  費 41,183 0 0 41,183 5,256 46,439
広告宣伝費 43,248 0 8,055 51,303 51,303
水道光熱費 30,436 3,277 6,554 40,267 6,554 46,821
地代  家賃 343,200 36,960 73,920 454,080 73,920 528,000
保  険  料 25,435 0 0 25,435 18,583 44,018
諸  会  費 0 0 6,000 6,000 24,000 30,000
教　材　費 247,470 0 12,882 260,352 260,352
支払手数料 1,155 495 0 1,650 14,140 15,790

その他経費計 2,412,505 335,808 175,084 2,923,397 254,788 3,178,185
経常費用  計 3,163,413 438,967 314,524 3,916,904 416,521 4,333,425
当期経常増減額 -1,827,754 713,646 -222,866 -1,336,974 9,011 -1,327,963

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
第5回赤い羽根助成金 363,147 363,147 0
朝日新聞厚生文化事業団助成金 673,985 673,985 0
中野区社会福祉協議会 235,027 235,027 0

合計 0 1,272,159 1,272,159 0

【固定資産の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
敷 金 80,000 0 0 80,000 0 80,000

合計 80,000 0 0 80,000 0 80,000

【借入金の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 100,000 0 0 100,000

合計 100,000 0 0 100,000

財務諸表の注記
2026年 3月31日 現在HATI JAPAN多文化多言語の子ども発達支援

備考



書式第１８号（法第２８条関係）

✔ 以下の役員には、⽋格事由者が含まれません。（法第２０条関係）

✔ 各役員について、親族の規定に違反していません。（法第２１条関係）

令和７

１ 確認事項（法第２０条及び第２１条を確認の上、チェックを⼊れてください。）

２ 役員⼀覧

理事
サリネンレイコ

1 理事

役 名
（フリガナ）

⽒  名
ヒガシタニチサコ

東⾕知佐⼦

令和7年4⽉1⽇
令和8年3⽉31⽇

令和7年4⽉1⽇

（前事業年度において役員であったことがある全員の⽒名及び住所⼜は居所並び
にこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿）

令和7年4⽉1⽇
令和8年3⽉31⽇

サリネンれい⼦

3 理事
オウケンノ 令和7年4⽉1⽇

王謙之 令和8年3⽉31⽇

令和8年3⽉31⽇
2

報酬を受けた期間
(該当者のみに記⼊)

前事業年度内
の就任期間

特定⾮営利活動法⼈ HATI JAPAN 多⽂化多⾔語の⼦ども発達⽀援

細⾕幸⼦ 令和8年3⽉31⽇
4 理事

ホソヤサチコ 令和7年4⽉1⽇

5 監事
ムライユウキ 令和7年4⽉1⽇

6

村井友貴 令和8年3⽉31⽇

8

7

事 業 報 告 ⽤

年度年間役員名簿

10

9 〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜 〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜〜

〜

〜

〜

〜



書式第４号（法第１０条・第２８条関係） 
 
  

社員名簿（社員のうち１０人以上の者の名簿） 
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氏   名       

１ 

 
東谷知佐子 

 
 

２ 

 
サリネンれい子 

 
      

３ 

 
王謙之 

 
 

４ 

 
細谷幸子 

 
 

５ 

 
村井友貴 

 

   

６ 

 
千葉 暁世 

 
         

７ 

 
中尾 恵 

 

        

８ 

 
和田 麻子 

 
        

９ 

 
石踊 千夏 

 
         

10 

 
江島 遼介 

 
 

11 

 
倉田 亜希子 

 
 

12 

 
日下 尚子 

 
 

   

設立・事業報告用 




